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１ 発行にあたって 

 

大田区自立支援協議会の活動期間を２か年のまとまりとしてから、３月で３

期目を終えます。１期目（令和１・２年度）、２期目（令和３・４年度）が新

型コロナ感染症の影響で活動縮小されていたため、今期（令和５・６年度）が

本格的な始動となりました。そのメリット・デメリットを、各委員はどう感じ

ているでしょうか。少なくともそれまでの課題であった「１か年だとやりたい

こともやりきれない」とはならなかった、あるいはそういう言い訳は使えなか

ったように見受けられます。さて、その結果の如何については本報告書を見て

欲しいと思います。 

意図したわけではありませんが、３部会それぞれが、連携・つながり・接続

などを活動のキーに含み込んでいます。つながりはそれ自体が特定の課題解決

を求めているのではなく、むしろ「もっとうまくやる」「さらにつぎにいく・

そなえる」ため、なめらかに豊かに働かせるため役に立ちます。ゆえに、大田

区は２年前より少しだけ機能的になっているはずです。それによって何を良く

するか？はこれから確かめることになるでしょう。 

 

大田区自立支援協議会  

                          会長 名川 勝 

 

 

２ 所掌事項 

 

(１) 相談支援事業に関すること。 

(２) 地域の関係機関との連携体制の構築に関すること。 

(３) 障害者福祉の増進に必要なこと。 

（４） その他区長が必要と認める事項。 
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３ 大田区自立支援協議会設置要綱 

大田区自立支援協議会設置要綱 
 

         平成 20 年５月 16 日 20 保福障発第 10280 号区長決定 

改正 平成 20 年７月 22 日 20 保福障発第 10902 号部長決定 

改正 平成 21 年３月 27 日 20 保福障発第 12956 号部長決定 

改正 平成 22 年３月 25 日 21 福障発第 13325 号部長決定 

改正 平成 24 年３月 22 日 23 福障発第 13466 号部長決定 

改正 平成 25 年３月 14 日 24 福障発第 13467 号部長決定 

改正 平成 29 年３月 27 日 28 福障発第 15598 号福祉部長決定 

改正 平成 30 年３月 23 日 29 福障発第 15321 号部長決定 

      改正 平成 31 年４月９日 31 障サ発第 10034 号所長決定 

改正 令和６年３月 27 日５障サ発第 12303 号所長決定 
 

（目的） 

第１条 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第 89 条の３に基

づき、障害者及び障害児の地域における自立した生活を支援するため、相談支援事業を

はじめ、地域の障害福祉の課題について具体的な検討を行うことを目的として、大田区

自立支援協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 協議会の所掌事項は、次のとおりとする。 

(１) 相談支援事業に関すること。 

(２) 地域の関係機関との連携体制の構築に関すること。 

(３) 障害者福祉の増進に必要なこと。 

(４) その他区長が必要と認める事項 

（協議会の組織） 

第３条 協議会は、次に掲げる区分のうちから、区長が委嘱する委員 22 人以内で構成す

る。 

(１) 地  域 

(２) 福  祉 

(３) 保健医療 

(４) 学識経験 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、原則として、委嘱の日から委嘱の日の属する翌年度末までとす

る。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合における後任の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第５条 協議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会は、会長が招集する。 

２ 会長は、必要があると認めるときは、協議会に委員以外の者を出席させて意見を聴く

ことができる。 

（専門部会） 
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第７条 協議会は、専門的な調査検討を行うため、専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会は、次に掲げる者をもって組織する。 

(１) 会長が指名する委員 

(２) 部会委員として会長が推薦し、区長が委嘱する者 

３ 専門部会に部会長を置き、部会長は、委員の中から会長が指名する。 

４ 部会長は、専門部会を招集し、議事を掌理するとともに、調査検討経過及び結果を協

議会に報告する。 

５ 部会長は、必要があると認めたときは、専門部会に委員以外の者を出席させ、意見を

聴くことができる。 

（報告書の提出） 

第８条 協議会は、協議した内容を報告書にまとめ、障がい者総合サポートセンター所長

（以下「所長」という。）に提出する。所長は、報告書をもとに協議会において取り組

んだ検討課題や社会資源の活用等について、大田区障がい施策推進会議において報告す

るものとする。 

 （秘密の保持） 

第９条 委員並びに協議会及び専門部会に参画した者は、職務上知りえた秘密を他に漏ら

してはならない。その職を退いた後も、同様とする。 

（庶務） 

第 10 条 協議会及び専門部会の庶務は、障がい者総合サポートセンターにおいて処理す

る。 

（委任） 

第 11 条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に

定める。 
 

   付 則 

この要綱は、決定の日から施行する。 

付 則（平成 20 年７月 22 日 20 保福障発第 10902 号） 

この要綱は、決定の日から施行する。 

付 則（平成 21 年３月 27 日 20 保福障発第 12956 号） 

この要綱は、平成 21 年４月１日から施行する。 

付 則（平成 22 年３月 25 日 21 福障発第 13325 号） 

この要綱は、平成 22 年４月１日から施行する。 

付 則（平成 24 年３月 22 日 23 福障発第 13466 号） 

この要綱は、平成 24 年４月１日から施行する。 

付 則（平成 25 年３月 14 日 24 福障発第 13467 号） 

この要綱は、平成 25 年４月１日から施行する。 

付 則（平成 29 年３月 27 日 28 福障発第 15598 号） 

この要綱は、平成 29 年４月１日から施行する。 

  付 則（平成 30 年３月 23 日 29 福障発第 15321 号） 

この要綱は、平成 30 年４月１日から施行する。 

  付 則（平成 31 年４月９日 31 障サ発第 10034 号） 

この要綱は、平成 31 年４月９日から施行する。 

付 則（令和６年３月 27 日５障サ発第 12303 号所長決定） 

 この要綱は、決定の日から施行する。 
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４ 組織図 

 

 

５ 委員名簿 

（協議会委員） ◎会長 ○副会長 

区分 氏 名 所属等 

学識経験 ◎ 名川 勝 
筑波大学 人間総合科学研究科  

障害科学専攻 人間系 障害科学域 

福 

祉 

○ 山根 聖子 大田区手をつなぐ育成会 

 蛭子 明子 大田区肢体不自由児者父母の会 

 青山 明子 大田区重症心身障害児（者）を守る会 

 田邉 俊子 NPO 法人 大身連 

 遠藤 文夫 大田区肢体障害者福祉協会 

 宇田尻 浩司 大田区視覚障害者福祉協会 

 藤澤 成光 大田区聴覚障害者協会 

 古怒田 幸子 大田区精神障害者家族連絡会 

○ 神作 彩子 大田区立障がい者総合サポートセンター 

 宮坂 貴子 大田区立久が原福祉園 

 鈴木 啓太 

相談支援事業所連絡会おおた 推薦 

NPO 法人 ライフサポート かたつむり 

糀谷作業所 

 鶴田 雅英 
大田区就労支援ネットワーク 推薦 

社会福祉法人東京コロニー 東京都大田福祉工場  

 伊藤 朋春 
大田区居宅事業者ネットワーク 推薦 

株式会社ナイスケア 

 宮崎 渉 

大田区児童発達支援地域ネットワーク会議 推薦 

NPO 法人 ふぁみりーサポートちきちきネット 

くれよんくらぶ 

 大場 貴弘 
大田区障がい者グループホーム連絡会 推薦 

社会福祉法人大田幸陽会 障害者生活ホーム 

地 

域 

 志村 陽子 おおたＴＳネット 

 宮嶋 祐紀子 東京都立矢口特別支援学校 

 真弓 あすか 東京都立城南特別支援学校 

 佐久間 香織 東京都立田園調布特別支援学校ＰＴＡ 

 吉田 昭子 社会福祉法人 大田区社会福祉協議会 

保健医療  増井 優 東京都保健医療公社 荏原病院 

 

  

（２年間で３回開催）
協議会委員で構成。地域の関係者が情報共有し、
協議会の運営等について協議・確認する場。

各専門部会で協議されたことを共有することで、
地域のサービスの基礎整備につなげ、公開された
会議体として、協議会の活動を広く発信していく。

大田区自立支援協議会 （本会）

（連携ネットワーク体）

各専門部会と連携している。
• 施設長会
• 障がい者就労促進担当者会議
• 児童発達支援地域ネットワーク会議
• 相談支援事業所連絡会おおた
• 生産活動支援施設連絡会
• 大田区障がい者グループホーム連絡会
• 大田区居宅支援事業者ネットワーク
• 大田区職場体験実習実行委員会
• 就労移行支援事業所連絡会
• おおたＴＳネット 等

（必要に応じて開催）
会長・副会長・各専門部会長等が参加。

本会や専門部会のすすめ方、協議会のあり方等
を検討・調整する場。

運営会議

（年２回程度開催）
各専門部会の編集委員により構成。

「大田区自立支援協議会だより」を作成し、
協議会活動の情報発信を進める。

編集会議

相談支援部会 地域生活部会 防災・あんしん部会

専門部会 専門部会専門部会

ワーキンググループワーキンググループワーキンググループ

作業部会 作業部会作業部会

合
同
部
会

個別支援会議 オブザーバー事務局

【委員構成】
⚫ 協議会委員
（１）地域（２）福祉（３）保健医療（４）学識経験の区分
から、区長が委嘱する委員22名以内で構成する。

⚫ 専門部会のみ委員
大田区自立支援協議会設置要綱第７条第２項に
基づき、会長が推薦し、区長が委嘱する者。

⚫ オブザーバー
大田区自立支援協議会設置要綱第７条第２項に
基づき、部会長が必要があると認めた者。

地域で日常的に行われている
個別支援会議（ケア会議）

自立支援会議で取り上げていくもの
⚫ 公民協働やネットワークをより一層必要とする支援
⚫ 現場で支援者が困難を感じている、支援が行き詰っているもの 等

⚫ 専門部会：課題に応じた委員等から構成。地域の課題について、具体的に協議する場。

⚫ 作業部会：専門部会の進め方や運営方法を検討・調整・準備する場。また、ワーキンググループの進捗を
確認する場。

⚫ 合同部会：部会間で共通の地域課題を検討し、課題解決を目的に取り組む場。
⚫ ワーキンググループ：専門部会で検討して具体化できた解決方法、もしくは解決方法に繋がる作業を

一定期間（１年未満）の中でつくりあげる場。
⚫ 交流会：各専門部会に参加している委員同士の交流を行い、地域課題の共通認識をもつ場。

交
流
会

（２年間で３回開催）
協議会委員で構成。地域の関係者が情報共有し、
協議会の運営等について協議・確認する場。

各専門部会で協議されたことを共有することで、
地域のサービスの基礎整備につなげ、公開された
会議体として、協議会の活動を広く発信していく。

大田区自立支援協議会 （本会）

（連携ネットワーク体）

各専門部会と連携している。
• 施設長会
• 障がい者就労促進担当者会議
• 児童発達支援地域ネットワーク会議
• 相談支援事業所連絡会おおた
• 生産活動支援施設連絡会
• 大田区障がい者グループホーム連絡会
• 大田区居宅支援事業者ネットワーク
• 大田区職場体験実習実行委員会
• 就労移行支援事業所連絡会
• おおたＴＳネット 等

（必要に応じて開催）
会長・副会長・各専門部会長等が参加。

本会や専門部会のすすめ方、協議会のあり方等
を検討・調整する場。

運営会議

（年２回程度開催）
各専門部会の編集委員により構成。

「大田区自立支援協議会だより」を作成し、
協議会活動の情報発信を進める。

編集会議

相談支援部会 地域生活部会 防災・あんしん部会

専門部会 専門部会専門部会

ワーキンググループワーキンググループワーキンググループ

作業部会 作業部会作業部会

合
同
部
会

個別支援会議 オブザーバー事務局

【委員構成】
⚫ 協議会委員
（１）地域（２）福祉（３）保健医療（４）学識経験の区分
から、区長が委嘱する委員22名以内で構成する。

⚫ 専門部会のみ委員
大田区自立支援協議会設置要綱第７条第２項に
基づき、会長が推薦し、区長が委嘱する者。

⚫ オブザーバー
大田区自立支援協議会設置要綱第７条第２項に
基づき、部会長が必要があると認めた者。

地域で日常的に行われている
個別支援会議（ケア会議）

自立支援会議で取り上げていくもの
⚫ 公民協働やネットワークをより一層必要とする支援
⚫ 現場で支援者が困難を感じている、支援が行き詰っているもの 等

⚫ 専門部会：課題に応じた委員等から構成。地域の課題について、具体的に協議する場。

⚫ 作業部会：専門部会の進め方や運営方法を検討・調整・準備する場。また、ワーキンググループの進捗を
確認する場。

⚫ 合同部会：部会間で共通の地域課題を検討し、課題解決を目的に取り組む場。
⚫ ワーキンググループ：専門部会で検討して具体化できた解決方法、もしくは解決方法に繋がる作業を

一定期間（１年未満）の中でつくりあげる場。
⚫ 交流会：各専門部会に参加している委員同士の交流を行い、地域課題の共通認識をもつ場。

交
流
会
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５ 委員名簿 

【令和５年度】 

（協議会委員） ◎会長 ○副会長             （敬称略） 

区分 氏 名 所属等 

学識経験 ◎ 名川 勝 筑波大学 人間系 障害科学域 

福 

祉 

○ 山根 聖子 大田区手をつなぐ育成会 

 蛭子 明子 大田区肢体不自由児者父母の会 

 小松代 菜央 大田区重症心身障害児（者）を守る会 

 福田 美和 大田区肢体障害者福祉協会 

 山内 京子 大田区視覚障害者福祉協会 

 一色 ふみ子 大田区聴覚障害者協会 

 古怒田 幸子 大田区精神障害者家族連絡会 

○ 神作 彩子 大田区立障がい者総合サポートセンター 

 椿山 通子 
大田区施設長会 推薦 

社会福祉法人大田幸陽会 大田区立池上福祉園 

 山本 利寛 

相談支援事業所連絡会おおた 推薦 

社会福祉法人プシケおおた  

こうじや生活支援センター 

 柴田 静 
大田区就労支援ネットワーク※１ 推薦 

社会福祉法人東京コロニー 東京都大田福祉工場 

 伊藤 朋春 
大田区居宅事業者ネットワーク 推薦 

株式会社ナイスケア 

 小野 英次郎 
大田区児童発達支援地域ネットワーク会議 推薦  

特定非営利活動法人みんなの家 

 大場 貴弘 
大田区障がい者グループホーム連絡会 推薦 

社会福祉法人大田幸陽会 障害者生活ホーム 

地 

域 

 志村 陽子 おおたＴＳネット 

 定森 由香 東京都立田園調布特別支援学校ＰＴＡ 

 宮澤 創 東京都立城南特別支援学校 

 渡邉 優美 東京都立矢口特別支援学校 

 渡邉 晃嗣 社会福祉法人 大田区社会福祉協議会 

保健医療  稗田 潤 東京都立荏原病院 

※１「大田区障がい者就労促進担当者会議」「大田区就労移行支援事業所連絡会」 

「大田区職場体験実習実行委員会」 
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【令和６年度】 

（協議会委員） ◎会長 ○副会長              （敬称略） 

区分 氏 名 所属等 

学識経験 ◎ 名川 勝 筑波大学 人間系 障害科学域 

福 

祉 

○ 山根 聖子 大田区手をつなぐ育成会 

 蛭子 明子 大田区肢体不自由児者父母の会 

 小松代 菜央 大田区重症心身障害児（者）を守る会 

 福田 美和 大田区肢体障害者福祉協会 

 山内 京子 大田区視覚障害者福祉協会 

 一色 ふみ子 大田区聴覚障害者協会 

 古怒田 幸子 大田区精神障害者家族連絡会 

○ 神作 彩子 大田区立障がい者総合サポートセンター 

 椿山 通子 
大田区施設長会 推薦 

社会福祉法人大田幸陽会 大田区立池上福祉園 

 山本 利寛 

相談支援事業所連絡会おおた 推薦 

社会福祉法人プシケおおた  

こうじや生活支援センター 

 柴田 静 
大田区就労支援ネットワーク※１ 推薦 

社会福祉法人東京コロニー 東京都大田福祉工場 

 伊藤 朋春 
大田区居宅事業者ネットワーク 推薦 

株式会社ナイスケア 

 小野 英次郎 
大田区児童発達支援地域ネットワーク会議 推薦  

特定非営利活動法人みんなの家 

 大場 貴弘 
大田区障がい者グループホーム連絡会 推薦 

社会福祉法人大田幸陽会 障害者生活ホーム 

地 

域 
 志村 陽子 おおたＴＳネット 

 池田 栄美 東京都立田園調布特別支援学校 

 小林 寿江 東京都立矢口特別支援学校ＰＴＡ 

 南雲 好晶 社会福祉法人 大田区社会福祉協議会 

保健医療  黒澤 祥子 東京都立荏原病院 

※１「大田区障がい者就労促進担当者会議」「大田区就労移行支援事業所連絡会」 

「大田区職場体験実習実行委員会」 
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６ 本会開催状況と内容 

 

21 名の協議会委員により構成されます。各専門部会の活動を報告・共有し、

協議会活動全体について協議・確認を行う場で、令和５・６年度は３回開催予

定です。 

 

 

 

  

日 時 主な内容 

第１回 

令和５年５月 19 日（金） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 委員委嘱 

● 委員・事務局自己紹介 

● 協議会の構成・進め方及び専門部会体制

について 

● 会長・副会長選出 

● 会長・副会長あいさつ 

● 令和５・６年度の協議会活動について 

（１）各専門部会長の選出 

（２）令和３・４年度各専門部会活動の報告 

● 意見交換・質疑応答 

● 行政からの報告 

（１）「令和４年度大田区障がい者実態調査

結果報告書」の概要について 

（２）「令和５年度大田区版『地域共生社会

の実現』に向けた推進方針」について 

第２回 

令和６年３月６日（水） 

14 時 00 分～16 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 令和５年度各専門部会中間報告 

● 意見交換・質疑応答 

● 行政からの報告 

第３回 

令和７年３月３日（月） 

14 時 00 分～16 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 令和５・６年度各専門部会報告 

● 意見交換・質疑応答 

● 行政からの報告 
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７ 各専門部会について 

 

 

 

 

相談支援部会は、相談支援の観点から、①個別支援会議から地域課題を抽出

し検討する②大田区の相談支援体制を検証する、に取り組みました。 

①は、地域課題として前の期に取り組んだ「医療と障害福祉の連携」を続け、

さらに医療に限らず様々な分野との「（よりよい）連携」をテーマに活動しまし

た。その中で見えてきた、予防的支援、将来的な支援という観点からも「（より

よい）連携のためには、互いを知っておくこと」に取り組むため、「相談つなが

るカフェ」の開催に至りました。様々な形で相談を受ける窓口となる１５か所

の方にオブザーバー参加してもらい、「相談」について意見交換をしました。カ

フェの開催は②の課題にも含まれ、さらに現在は福祉人材育成センターによる

開催につながっています。 

また、特に２年目（令和６年度）は、課題検討の場に関連する分野を担当す

る方をオブザーバーとしてお呼びし、より多角的な視点から意見をもらうこと

ができました。少しでも多くの方に協議会の活動の場に参加していただき、協

議会の目的、取り組みを体感していただけたのではないでしょうか。 

連携とは、互いの役割を認識しあい、役割ではないことが出てきたときに一

緒に考え、補い合えることで、よりよい連携となっていくのではないでしょう

か。この協議会として至った考えをより多くの人に広め、実践し、オール大田

で障がい福祉がより発展していくことを願ってやみません。 

 

相談支援部会長 

神作 彩子 

 

(１) 相談支援部会委員名簿 

     ◎部会長 ○副部会長 ◇作業部会         （敬称略） 

区分 協議会委員 所属等 

専
門
部
会
委
員 

◎ 神作 彩子（副会長） 大田区立障がい者総合サポートセンター 

（令和６年度） 黒澤 祥子 
東京都立荏原病院 

患者・地域サポートセンター 

◇ 古怒田 幸子 大田区精神障害者家族連絡会 

◇ 椿山 通子 
社会福祉法人大田幸陽会  

大田区立池上福祉園 

（令和５年度） 稗田 潤 
東京都立荏原病院 

患者・地域サポートセンター 

（令和５年度） 宮澤 創 東京都立城南特別支援学校 

◇ 山本 利寛 
社会福祉法人プシケおおた 

こうじや生活支援センター 

相談支援部会 
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専
門
部
会
の
み
委
員 

◇ 赤羽 知映 
社会福祉法人大田幸陽会  

相談支援室 さんさん幸陽 

◇ 大窪 恒 
ＮＰＯ法人福祉コミュニティ大田 

障がい者相談支援事業所 らっこ 

 大類 信裕 地域包括支援センター千束 

◇ 貝森 はるみ 大田区立障がい者総合サポートセンター 

◇ 草野 牧子 大田区立こども発達センターわかばの家 

 小嶋 愛斗 法律事務所インテグリティ 

◇ 呉 ルミ フクシア訪問看護ステーション 

 清野 弘子 
大田区ダウン症児を育てる親の会 

キャロットクラブ 

（令和６年度） 名倉 壮郎 大田区立障がい者総合サポートセンター 

◇ 筒井 寛孝 株式会社ケアズファクトリー 

 三浦 大輔 
蒲田医師会  

大田区在宅医療相談窓口（蒲田地区） 

◇ 
（令和５年度） 森田 友哉 大田区立障がい者総合サポートセンター 

 

＊「大田区自立支援協議会設置要綱」第７条第５項に基づく出席者（敬称略） 

 ・渡邉 伸幸  （大森地域福祉課 障害者地域支援担当係長（身体）） 

 ・徳留 敦子  （大森地域福祉課 障害者地域支援担当係長（知的）） 

 ・金子 江里子（大森地域福祉課 精神障害者支援・難病医療費助成 

（こころの健康相談））令和６年度 

 ・後藤 憲治  （調布地域福祉課 障害者地域支援担当係長（身体）） 

 ・村田 亮   （調布地域福祉課 障害者地域支援担当係長（知的）） 

 ・山口 加代子（調布地域福祉課精神障害者支援・難病医療費助成 

（こころの健康相談））令和６年度 

 ・七尾 尚之 （蒲田地域福祉課 障害者地域支援担当係長（身体）） 

 ・岩淵 清美 （蒲田地域福祉課 障害者地域支援担当係長（知的）） 

 ・高木 仁根 （糀谷・羽田地域福祉課 障害者地域支援担当係長（身体）） 

 ・森田 好美 （糀谷・羽田地域福祉課 障害者地域支援担当係長（知的）） 

・渡部 尚  （上池台障害者福祉会館 特定相談支援担当係長） 

・永谷 百恵 （大森地域健康課 保健担当係長）令和５年度 

 ・西岡 寿恵 （糀谷・羽田地域健康課 健康事業係長）令和５年度  

 

＊オブザーバー（敬称略） 

 第５回（所属等は令和５年度時点の情報です） 

 ・宇野 留美 （大田区社会福祉協議会 地域福祉コーディネーター） 

・山中 大輔 （大田区社会福祉協議会 地域福祉コーディネーター） 

・坂井 えり  （大田区生活再建・就労支援センター JOBOTA） 
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・國井 慶太  （大田区ひきこもり支援室 SAPOTA） 

・桜庭 千明  （大田区若者サポートセンター フラットおおた） 

・計良 奈美恵（大田区地域包括支援センター馬込） 

・浜 洋子    （大田区介護支援専門員連絡会） 

・北原 健司 （大田区介護支援専門員連絡会） 

・松本 幸則  （東邦大学医療センター大森病院 地域医療支援センター） 

・村上 志津香（牧田総合病院 患者サポート部） 

・加藤 淳   （牧田リハビリテーション病院 医療福祉相談課） 

・江本 里子  （蒲田生活福祉課 相談係長） 

・富塚 直子  （子育て支援課 こどもサポート担当係長） 

・井上 由里  （子ども家庭支援センター 相談調整担当係長） 

・安藤 陽子  （保育サービス課 保育指導担当係長） 

・菊澤 友子  （教育センター 教育相談担当係長） 

・加藤 駿   （国際都市おおた協会） 

・石井 さわ子（レガートおおた） 

・福島 明   （東京都立北療育医療センター城南分園） 

第７回 

 ・北嶋 拓郎  （株式会社 SUNNY'S サニーズケア大田） 

 ・北原 健司  （株式会社優雅 ケアプラン ゆうが） 

 ・重清 国夫  （株式会社 SUNNY'S サニーズぴあ） 

 ・高木 健   （地域包括支援センター新井宿（大森医師会）） 

 ・西山 由佳莉（株式会社カラーズ） 

第９回 

・鈴木 央   （鈴木内科医院院長） 

第 11 回 

・竜崎 香代   （障害福祉課 障害福祉サービス推進担当課長） 

・野呂 美之   （大森地域福祉課 高齢者地域支援担当係長） 

・押田 昭浩   （調布地域福祉課 高齢者地域支援担当係長） 

・槙本 庭子   （蒲田生活福祉課 生活福祉第一係長） 

・山野 亜矢子 （糀谷・羽田生活福祉課 生活福祉第二係長） 

 

(２) 開催状況と内容     

日 時 主な内容 

第１回 

令和５年６月７日（水） 

９時 30 分～11 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● 昨年度相談支援部会の経過共有 

● 令和５年度の検討課題について 

● 年間スケジュールの決定 

第２回 

令和５年７月 12 日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● 自己紹介 

● 昨年度及び第１回専門部会の報告・共有 

● 令和５年度の検討課題について 

● 自立支援協議会の機能について 

● 基幹相談支援センターの現状報告 
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● 年間スケジュールの決定 

第３回 

令和５年９月 13 日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● 個別支援会議（事例検討） 

「多機関連携が必要なケースについて」 

第４回 

令和５年 11 月８日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議・交流会の報告 

● 連携について考える 

● 事例から見えてきた抽出課題の整理 

● 抽出課題の検討 

第５回 

令和５年 12 月 13 日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 相談つながるカフェ 

・自立支援協議会相談支援部会について 

・各機関の紹介 

・相談業務についてグループワーク 

第６回 

令和６年２月 14 日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● 中間報告書の確認 

● 連携とは何か考える 

● 令和６年度の活動について 

第７回 

令和６年５月８日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● 中間報告書の振り返り 

● 事例をもとに個別支援会議を通した地域

課題の抽出 

第８回 

令和６年７月 10 日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 基幹相談支援センターの現状報告 

第９回 

令和６年９月５日（木） 

14 時 00 分～16 時 00 分 

（於：新井宿会館） 

● 医師の講義とシンポジウム（公開制） 

テーマ「医療と福祉の連携」 

第 10 回 

令和６年 10 月９日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● 医療と福祉の連携における課題の検討 

● 個別支援会議で抽出された地域課題の整

理 

第 11 回 

令和６年 12 月 11 日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● 交流学習会の振り返りと共有 

● 個別支援会議で抽出された地域課題の整

理「行政との連携」 
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作業部会開催日：令和５年７月 26 日、９月 27 日、 

令和６年１月 24 日、４月 24 日、５月 22 日、８月 28 日、 

    ９月 25 日、11 月 27 日、 

令和７年１月 22 日 

 

  

第 12 回 

令和６年２月 12 日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 第 11 回専門部会の振り返り 

● 報告書について検討 

● 今期の活動まとめ 
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相談支援部会　“相談つながるカフェ”参加機関と主な事業

機関名 主な業務 機関名 主な業務 機関名 主な業務

大田区
社会福祉協議会

複雑化・多様化した
ニーズの包括的な
受け止め
社会から孤立しがち
な方の社会参加を
支援

大田区生活再建・
就労支援センター

JOBOTA

経済的、精神的、就
労についての問題
などさまざまな課題
を抱えた方のため
の無料の相談窓口

大田区ひき
こもり支援室
SAPOTA

ひきこもりの悩みを
かかえるご本人やご
家族のための相談室

大田区若者サポー
トセンター

フラットおおた

子ども、若者が利用
できる、悩みごとの
相談、オープンス
ペースの用意
相談の聞き取り
（メール等での相談
も可能）

大田地域包括支援
センター

高齢者の心身の健
康保持及び生活の
安定に必要な援助
を行い、地域で安心
して生活が行えるよ
う包括的に支援

大田区介護支援
専門員連絡会

大田区内で働く介護
支援専門員が、その
本分において十分な
力を発揮できるよう
支援し、大田区の介
護サービスの質の向
上に努める

医療ソーシャル
ワーカー

（東邦医大）

通院及び入院加療
中の患者・家族の心
理社会的問題への
援助
患者、家族の抱える
諸問題の解決支援

医療ソーシャル
ワーカー

（牧田総合）
(牧田リハビリテー

ション)

患者や家族からの
各種相談対応
入院から退院後の
生活まで様々な相
談に対応

生活福祉課

生活保護の相談
女性やひとり親家庭
からの相談、家庭相
談
生活困窮者自立支援
法に基づく支援事務
に関すること

子育て支援課

児童館等における
児童等の育成及び
支援内容全般の
指導、改善及び調整
特別な配慮を要す
る児童の育成、指導
に係る連絡調整

子ども家庭支援
センター

子育て相談等の計
画及び調整　養育家
庭に関すること
要保護児童及び要
支援児童に関するこ
と
産後家事・育児援助
事業に関すること

保育サービス課

区立保育園の職員研
修及び接遇並びに保
育に係る知識及び技
術の向上に関するこ
と
障害児の保育に係る
連絡調整に関するこ
と

国際都市
おおた協会

レガートおおた
（多言語相談窓口

受託事業者）

●相談つながるカフェ参加者　（敬称略）
・宇野　留美　　 （大田区社会福祉協議会　地域福祉コーディネーター）
・山中　大輔　　 （大田区社会福祉協議会　地域福祉コーディネーター）
・坂井　えり 　　（大田区生活再建・就労支援センター　JOBOTA）
・國井　慶太 　　（大田区ひきこもり支援室　SAPOTA）
・桜庭　千明 　　（大田区若者サポートセンター　フラットおおた）
・計良　奈美恵　（大田区地域包括支援センター馬込）
・浜　洋子        （大田区介護支援専門員連絡会）
・北原　健司     （大田区介護支援専門員連絡会）
・松本　幸則     （東邦大学医療センター大森病院　地域医療支援センター）
・村上　志津香  （牧田総合病院　患者サポート部）
・加藤　淳　      （牧田リハビリテーション病院　医療福祉相談課）
・江本　里子     （蒲田生活福祉課　相談係長）
・富塚　直子     （子育て支援課　こどもサポート担当係長）
・井上　由里     （子ども家庭支援センター　相談調整担当係長）
・安藤　陽子     （保育サービス課　保育指導担当係長）
・菊澤　友子     （教育センター　教育相談担当係長）
・加藤　駿 　　　 （国際都市おおた協会）
・石井　さわ子　（レガートおおた）
・福島　明　      （東京都立北療育医療センター城南分園）

教育センター
北療育医療セン
ター城南分園

多文化共生や国際
交流等の推進に向
けた、多言語相談窓
口、日本語学習支援
（大人・こども）、国
際交流ボランティア
募集等の事業を実
施

運動等の発達に心配
のある子どもと在宅
の18歳以上の重症
心身障害者に、医療
療育・生活介護等を
提供

教育相談、就学相
談、教育図書室に関
すること
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医療と福祉の連携を考えるシンポジウムを開催

地域での支援を行う上で、医療と福祉の連携を円滑にすすめるための方策を探る。

鈴木内科医院 鈴木 央院長より『地域の在宅医療の現状と役割について』講演

公開制

第１部

第２部 鈴木院長と相談支援部会委員４名とのシンポジウム

講演・シンポジウムからみえた医療との連携に必要なこと

病気だけでなく“人”もみる医師を増やす

顔の見える関係になり相談支援専門員や障がい福祉の仕組みを知ってもらう

連携のきっかけとなる場づくり
アプローチの工夫

福祉の制度、仕組み
の発信

連携のメリット、デメリットを
知る、伝える

勉強会等の
実施、参加 4

支援において連携は必須。
医療と福祉は共に社会にとって必要な制度。
多職種間ではお互いの役割や法的根拠を理解することも大切。
連携にあたっては勉強会を行うなど、スモールステップで顔のみえる関係づくりをしていけたらよい。

病状だけではなく生活（背景）にも関心をもつ医師が増えると良い。
治す医療から治し支える医療に変えていかなければならない。
相談支援専門員については、障がい分野の医師以外の認知度は低いかもしれない。理解していただくため
に、診察に同行した際などに、相談支援専門員について説明していくことが大切。
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前期（令和３・４年度）に引き続き、今期（令和５・６年度）も地域生活部

会の部会長を拝命しました。今期は前期と比較して、よりアクションプラン的

な活動が求められるのではないかと考えていました。 

その為、今期の部会活動の前半（令和５年度）は、アクションプランとして

アンケートを実施し、部会委員が所属する団体等の協力のもとに「紙媒体」と

「デジタル媒体」について、どのような使い方で情報収集をし、その情報を障

がい当事者やその家族が活用しているかについて調査しました。 

この調査では、私たちが思っていた以上に、「デジタル媒体」の活用だけで

なく「アナログな紙媒体」での情報収集もされていることがわかりました。そ

の結果に、所属する委員も「デジタル媒体への移行が世間では主流になりつつ

あるはずなのに…」と戸惑いを感じる様子も見られました。しかし、結局のと

ころアナログもデジタルも情報収集としては、どちらか一つに取捨選択できる

媒体にはなっていないと言う事も、この調査で確認できました。 

後半（令和６年度）は、媒体による情報収集について確認した前期とは違う

視点で「人から人による情報収集」について、委員から、それぞれの置かれて

いる所属や団体等立場でディスカッションする機会を設けました。このディス

カッションを通じて、「この部会では、それぞれの立場でそれぞれを認め合う

多様性を受け入れる素敵な部会」になったのではないかと考えています。 

私たちの住む、大田区は 70 万人が住む大都市です。その大都市では多様性

を認め合う事、そして、共有し合う事が一番重要な考え方だと思っています。

誰かが上から目線で「してあげる」ことの「Well-being」な福祉ではなく、同

じ目線に立って「話しやすい、そして聞きやすい」そんな関係が「たのしい暮

らし」である「Welfare」な福祉をつくる。今期の活動が、大田区を 10 年後も

住みやすい街として作っていく一つのきっかけとなれば、私たちの部会でのア

クションは実を結ぶのではないかと考えています。 

地域生活部会長 

伊藤 朋春 

 

(１) 地域生活部会委員名簿 

     ◎部会長 ○副部会長               （敬称略） 

区分 協議会委員 所属等 

専
門
部
会
委
員 

◎ 伊藤 朋春 株式会社ナイスケア 

○ 山根 聖子 大田区手をつなぐ育成会 

 小松代 菜央 大田区重症心身障害児（者）を守る会 

 柴田 静 
社会福祉法人東京コロニー 

東京都大田福祉工場 

 小野 英次郎 特定非営利活動法人 みんなの家 

地域生活部会 
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 大場 貴弘 
社会福祉法人大田幸陽会 

障害者生活ホーム 

（令和５年度）  定森 由香 東京都立田園調布特別支援学校ＰＴＡ 

（令和６年度）  池田 栄美 東京都立田園調布特別支援学校 

（令和５年度）  渡邉 優美 東京都立矢口特別支援学校 

（令和６年度）  小林 寿江 東京都立矢口特別支援学校ＰＴＡ 

（令和５年度）  渡邉 晃嗣 社会福祉法人 大田区社会福祉協議会 

（令和６年度）  南雲 好晶 社会福祉法人 大田区社会福祉協議会 

専
門
部
会
の
み
委
員 

 相澤 あゆみ ＮＰＯ法人 あかしろきいろ 

 青山 明子 大田区重症心身障害児(者)を守る会 

 平井 有希子 東京社会福祉士会／東京都自閉症協会 

 金丸 正明 有限会社吉野ヘルパーステーション 

 榎 拓巳 ＮＰＯ法人 はせさんず 

 広瀬 健次郎 大田区立障がい者総合サポートセンター 

 松浦 好美 大田区肢体不自由児者父母の会 

 橋本 朋子 大田区肢体不自由児者父母の会 

 

(２) 開催状況と内容     

日 時 主な内容 

第１回 

令和５年６月６日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 年間スケジュールの確認 

● 令和５・６年度の活動について 

・自己紹介 

・地域生活部会のテーマ設定（参考）令  

和３・４年度『希望する暮らしの実現』 

・令和４年度大田区障がい者実態調査結

果報告書の閲覧 

● 第１回運営会議の報告 

第２回 

令和５年７月 18 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 第２回運営会議の報告 

● 令和５・６年度の活動について 

「10 年後も住み続けたい大田区へ～世

代を越えて知る機会を～」 

・令和４年度大田区障がい者実態調査結

果報告書の確認 
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第３回 

令和５年９月 19 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 全体交流会についての案内 

● 令和５・６年度の活動について 

・令和４年度大田区障がい者実態調査結

果報告書の確認 

・今後の進め方について 

第４回 

令和５年 10 月 17 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 全体交流会の報告 

● 令和５・６年度の活動について 

・アンケートの作成 

・今後の日程の確認 

第５回 

令和５年 12 月 19 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 令和５・６年度の活動について 

・アンケート結果の分析 

第６回 

令和６年１月 23 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 第６回運営会議の報告 

● 令和５・６年度の活動について 

・アンケート結果のまとめ 

・来年度に向けた課題の整理 

第７回 

令和６年２月 20 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 第７回運営会議の報告 

● 令和５・６年度の活動について 

・令和５年度の活動まとめ 

・来年度に向けた課題の整理 

● 中間報告に向けた準備 

第８回 

令和６年５月 24 日（金） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

●令和５年度の活動の振り返り 

●令和６年度の進め方についての検討 

 

第９回 

令和６年６月 18 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 地域課題の検討 

・「乳・幼児期～学齢期」における 

情報収集について 

 

第 10 回 

令和６年７月 23 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ集会室） 

● 地域課題の検討 

・「学齢期から成人期への橋渡し」に 

おける情報収集について 

第 11 回 

令和６年９月 17 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 地域課題の検討 

・「社会に出てからの生活」における 

   移動支援・情報提供について 

第 12 回 

令和６年 10 月 18 日（金） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 地域課題の検討 

・「社会に出てからの生活」における 

  就労・グループホームについて 
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作業部会開催日：令和６年９月５日、12 月５日 

         令和６年度 開催なし 

 

 

  

第 13 回 

令和６年 12 月 17 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 地域課題の検討 

・成年後見人制度について 

・介護保険に切り替わる時の問題点など

について 

第 14 回 

令和７年１月 21 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 地域生活部会のまとめ 

・今年度の活動のまとめ 

第 15 回 

令和７年２月 18 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ集会室） 

● 地域生活部会のまとめ 

・今年度の活動のまとめ 
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地域生活部会アンケート集計表

基本情報

回答者 217(人)

本人 65

家族 139

支援者 13

性別 217(人)

男性 63

女性 152

無回答 2

回答者の年代 217(人)

0～9歳 0

10歳代 9

20歳代 19

30歳代 30

40歳代 68

50歳代 61

60歳代 25

70歳代以上 5

当事者の方の年齢 203(人)

0～9歳 32

10歳代 70

20歳代 43

30歳代 24

40歳代 11

50歳代 16

60歳代 5

70歳代以上 2

障害種別 217(人)

知的 94

身体 30

精神 25

難病 3

重症心身障がい児（者） 46

無回答 19

内容 ご自身が、大田区で行っている福祉に関する情報を取得する場合、どちらの媒体を利用していますか？

全体 紙媒体（紙面）
デジタル媒体（インターネット
等）

全体 212(人) 119(人) 93(人)

0～9歳 0 0 0

10歳代 9 5 4

20歳代 18 12 6

30歳代 29 7 22

40歳代 66 36 30

50歳代 60 38 22

60歳代 25 17 8

70歳代以上 5 4 1

全体 紙媒体（紙面）
デジタル媒体（インターネット
等）

全体 212(人) 119(人) 93(人)

家族 138 76 62

本人 61 39 22

支援者 13 4 9
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（紙媒体と回答した方）主にどれを使いますか？(１つだけチェックをお願いします。)

全体 区報 チラシ・ポスター 障害福祉のあらまし 掲示板 回覧版

全体 110(人) 56(人) 20(人) 28(人) 5(人) 1(人)

0～9歳 0 0 0 0 0 0

10歳代 5 1 2 1 1 0

20歳代 13 3 7 1 1 1

30歳代 5 1 2 0 2 0

40歳代 34 24 5 5 0 0

50歳代 32 13 3 15 1 0

60歳代 17 10 1 6 0 0

70歳代以上 4 4 0 0 0 0

全体 区報 チラシ・ポスター 障害福祉のあらまし 掲示板 回覧版

全体 110(人) 56(人) 20(人) 28(人) 5(人) 1(人)

家族 70 37 8 23 2 0

本人 36 15 12 5 3 1

支援者 4 4 0 0 0 0

（デジタル媒体と回答した方）主にどれを使いますか？(１つだけチェックをお願いします。)

全体
大田区のホーム
ページ

大田区の公式ＳＮＳ（X（旧ツ
イッター）、ＬＩＮＥ、YouTube）

全体 95(人) 86(人) 9(人)

0～9歳 0 0 0

10歳代 6 5 1

20歳代 5 5 0

30歳代 23 19 4

40歳代 30 29 1

50歳代 22 22 0

60歳代 8 5 3

70歳代以上 1 1 0

全体
大田区のホーム
ページ

大田区の公式ＳＮＳ（X（旧ツ
イッター）、ＬＩＮＥ、YouTube）

全体 95(人) 86(人) 9(人)

家族 63 58 5

本人 23 21 2

支援者 9 7 2

今後、あなたが大田区の福祉に関する情報を得る際に、どの媒体を利用していきたいですか？

全体 紙媒体（紙面）
デジタル媒体（インターネット

等）

全体 213(人) 85(人) 128(人)

0～9歳 0 0 0

10歳代 9 3 6

20歳代 19 12 7

30歳代 29 6 23

40歳代 66 19 47

50歳代 60 24 36

60歳代 25 17 8

70歳代以上 5 4 1

全体 紙媒体（紙面）
デジタル媒体（インターネット

等）

全体 213(人) 85(人) 128(人)

家族 139 50 89

本人 61 34 27

支援者 13 1 12
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先の２年を踏まえ、令和５～６年度の防災・あんしん部会では、その主眼で

ある「地域とつながる」手立ての実現とその後に向けての整理を行いました。 

 「当事者委員」の存在が大きいことを繰り返し発信してきましたが、のみ委

員には地域の支援者をはじめ、障害分野にとどまらない活動をする方々に参加

をお願いし、部会の場でも交流や意見交換が行われています。そこには、「あ

んしんして暮らせる」ことを目指す共通の思いがあることを実感しています。 

 「防災」に関して令和５年度はアウトリーチとして、４か所による「まちあ

るき」を行いました。居住地域を中心に関係者のみな様にもご参加をいただ

き、まちに散らばる良い資源や危険箇所を発見することができました。また令

和６年度終盤には、行政担当の方々をお招きし、その後の進捗状況を学び、委

員それぞれの視点による意見もお伝えすることができました。 

 「あんしん」に関して、先に部会内で試行した「あんしんカフェ」を公開と

して実施しました。こちらも身近な地域を意識したグループ分けを行い、参加

者それぞれのおもいを交感することができました。また、その場においても

“防災”については共通の話題として欠かせないと感じました。平日日中にと

どまらない場面つくりの実現が望まれます。 

 区防災会議、避難行動支援者連絡会議に部会長として引き続き参加し、部会

員とその周りにご縁のできたみな様の思いや意見を伝えるよう努めました。会

長をはじめ、他の部会長が参加されている関係会議や組織にも、我が部会の取

り組みを説明してもらえるよう連携していきます。 

 ２つ看板の部会ですが、今後もそれぞれが密接にかかわること、そして地域

のみな様にもあんしんを届けられるよう取り組んでいきます。 

 最後に、防災部会当初よりご参加くださっていた宇田尻浩司委員（大田区視

覚障害者福祉協会）が数年に及ぶご闘病の末、昨年 11 月にご逝去なされまし

た。中途より視覚障害となられたご経験から、その状況やお考えなどをわかり

やすくお話し下さり、多くのことを学ばせていただきました。心より感謝を申

し上げるとともに、改めてご冥福をお祈りします。 

 

防災・あんしん部会長 

志村 陽子 

 

(１) 防災・あんしん部会委員名簿 

     ◎部会長                     （敬称略） 

区分 協議会委員 所属等 

専
門
部
会
委
員 

◎ 志村 陽子 おおたＴＳネット 

 名川 勝 筑波大学 人間系 障害科学域 

 蛭子 明子 大田区肢体不自由児者父母の会 

 福田 美和 大田区肢体障害者福祉協会 

防災・あんしん部会 
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 山内 京子 大田区視覚障害者福祉協会 

 一色 ふみ子 大田区聴覚障害者協会 

専
門
部
会
の
み
委
員 

 小池 美津代 大田区聴覚障害者協会 

 宇田尻 浩司 大田区視覚障害者福祉協会 

 粟田 修平 ＮＰＯ法人大身連 

 生駒 友一 おおた社会福祉士会 

 北畠 拓也 おおたＴＳネット 

 西條 由美子 おおたＴＳネット 

 近藤 博子 
一般社団法人ともしびａｔだんだん 

気まぐれ八百屋だんだん 

 桟敷 洋子 ＮＰＯ法人たすけあい大田はせさんず 

 石塚 由江 大田区手をつなぐ育成会 

 窪田 千亜紀 大田区立障がい者総合サポートセンター 

 

＊「大田区自立支援協議会設置要綱」第７条第５項に基づく出席者（敬称略） 

・高橋 洋 （高橋洋事務所） 

・平林 茂 （大森南自治会長） 

・魚住 みさ子（大森南自治会） 

・伊藤 恵子（地域支援パートナーシップ災害ボランティア） 

・清水 千湖（地域支援パートナーシップ災害ボランティア） 

・友野 奈々（地域支援パートナーシップ災害ボランティア） 

・高木 仁根（大田区社会福祉協議会 おおた地域共生ボランティアセンター長） 

・工藤 純子（大田区社会福祉協議会 おおた地域共生ボランティアセンター） 

・山中 大輔（大田区社会福祉協議会 おおた地域共生ボランティアセンター） 

・河野 雄二（福祉管理課 調整担当係長（計画）） 

・渡邊 礼 （福祉管理課 調整担当（計画）） 

・槇 真紀 （障害福祉課 障害者支援担当（施設）） 

・山下 潤二（障害福祉課 障害者支援担当係長（障害事業）） 

 

(２) 開催状況と内容     

日 時 主な内容 

第１回 

令和５年６月７日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 自立支援協議会の役割の確認 

● 昨年度の専門部会活動について 

● 今年度の専門部会運営、流れの確認 

● 今年度の専門部会テーマと課題策定 
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第２回 

令和５年７月 12 日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：新井宿特別出張所集会室） 

● 委員自己紹介 

● 専門部会スケジュールについて 

● 運営会議の報告 

● 災害ボランティアセンターの情報共有 

第３回 

令和５年８月２日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● 令和５・６年度専門部会の取り組みにつ

いて 

第４回 

令和５年９月６日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● まちあるきの実施に向けて 

● 当日の打ち合わせ 

第５回 

令和５年 11 月１日(水) 

13 時 30 分～15 時 30 分 

● ４地区に分かれてまちあるき 

第６回 

令和５年 12 月６日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● まちあるきのまとめ、報告 

第７回 

令和６年１月 10 日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● まちあるきの共有 

● あんしんカフェの実施に向けて 

● カフェの内容の検討 

第８回 

令和６年２月７日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 中間報告のまとめ、報告内容の検討 

● あんしんカフェのテーマ、開催方法の検

討 

第９回 

令和６年６月５日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● おおた障がい施策プランについて 

● あんしんカフェの実施にむけて 

第 10 回 

令和６年８月７日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● あんしんカフェの実施にむけて 

第 11 回 

令和６年９月４日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● ４地域に分かれてあんしんカフェ 
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作業部会開催日：令和５年 10 月 23 日 

令和６年５月 20 日、８月 19 日 

 

 

  

第 12 回 

令和６年 10 月２日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● あんしんカフェの振り返り、課題抽出 

第 13 回 

令和６年 12 月４日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● あんしんカフェの振り返り 

● まちあるき共有方法の検討 

第 14 回 

令和７年１月８日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 個別避難計画の意見交換 

● 報告書について 

第 15 回 

令和７年２月５日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 令和５・６年度専門部会まとめ 

● 次年度に向けて 
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８ 運営会議について 

 

大田区自立支援協議会は、活動のエンジンとも言うべく運営会議により、三

部会の進捗・把握をすることで活動全体の調整を行ってきました。２年間で 13

回開催され、「協議会だより」の発行、全体交流会、大田区福祉人材育成・交

流センターとの連携企画なども検討されました。自立支援協議会は形の決まっ

ていない器です。その時の地域の状況に合わせて、柔軟に、タイムリーに、検

討方法を変えながら地域の課題に向き合っていける協議会であり続けられるよ

う、これからも運営会議がきちんと機能し見守っていければと思います。 

 

大田区自立支援協議会  

                         副会長 神作 彩子 

 

（１）令和５・６年度役員          （敬称略） 

氏 名 役 職 

名川 勝 会長 

山根 聖子 副会長 

神作 彩子 副会長（相談支援部会長兼務） 

伊藤 朋春 地域生活部会長 

志村 陽子 防災・あんしん部会長 

 

（２）開催状況と内容     

日 時 主な内容 

第１回 

令和５年４月 14 日（金） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 事務局体制の確認 

● 第１回本会の内容についての検討 

● 第１回本会後のスケジュールの確認 

● 全体交流会の開催時期について 

第２回 

令和５年６月 13 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 第１回本会の振り返り 

● 各専門部会からの報告 

● のみ委員の推薦について 

● 全体交流会の開催時期について 

第３回 

令和５年７月 25 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 各専門部会からの報告 

● 全体交流会の内容についての検討 

● 協議会だより第 23 号の確認 

● 編集委員の選出時期について 

第４回 

令和５年９月４日（月） 

15 時 00 分～16 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 各専門部会からの報告 

● 全体交流会についての確認 

● 地域自立支援協議会交流会についての参

加報告 
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第５回 

令和５年 10 月 26 日（木） 

11 時 00 分～12 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 全体交流会の振り返り 

● 各専門部会からの報告 

● 編集委員について 

・ 協議会だより第 24 号の確認 

・ 編集委員の選出、原稿提出の時期につ

いて 

● 第２回本会の開催時期について 

● 中間報告書についての確認 

第６回 

令和５年 12 月５日（火） 

14 時 00 分～16 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 各専門部会からの報告 

● 今後のスケジュールの確認 

● 第２回本会の内容についての検討 

・ 各専門部会の中間報告、意見交換等の

方法について 

第７回 

令和６年１月 11 日（木） 

13 時 30 分～14 時 30 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 各専門部会からの報告 

● 第２回本会の内容についての確認 

● 協議会だより第 24 号の確認 

第８回 

令和６年４月 30 日（火） 

14 時 00 分～16 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 事務局体制の確認 

● 各専門部会からの報告 

● 第２回本会の振り返り 

● 今年度の検討事項について 

第９回 

令和６年７月 25 日（木） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

※大田区福祉人材育成・交流セ

ンター含めた打合せ 

● 各専門部会からの報告 

● 協議会だより第 24 号について 

・発行時期の確認 

・編集委員の選出について 

● 交流学習会（仮）の内容について 

・大田区福祉人材育成・交流センターと

プログラム（案）の確認 

第 10 回 

令和６年 10 月８日（火） 

14 時 00 分～16 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 各専門部会からの報告 

● 協議会だより第 25 号について 

● 交流学習会（仮）の内容について 

・大田区福祉人材育成・交流センターとの

打合せ内容確認 

・チラシ（案）の確認 

第 11 回 

令和６年 12 月３日（火） 

14 時 00 分～16 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 各専門部会からの報告 

● 連携企画の振り返り 

● 協議会だより第 26 号について 

・発行時期の確認 

・編集委員の選出について 

● 第３回本会について 

● 今後のスケジュールの確認 
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第 12 回 

令和７年１月 14 日（火） 

14 時 00 分～16 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 各専門部会からの報告 

● 協議会だより第 26 号について 

● 令和７・８年度自立支援協議会に向けて 

● 第３回本会内容について 

第 13 回 

令和７年２月４日（火） 

14 時 00 分～15 時 30 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 各専門部会からの報告 

● 令和７・８年度自立支援協議会に向けて 

● 第３回本会内容について 
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９ 編集会議と大田区自立支援協議会だよりの発行について 

 

平成 24 年度に発行を開始した「大田区自立支援協議会だより」について

は、定期的な発行に向けて、平成 25 年度より「編集会議」を設置していま

す。編集会議は、各専門部会から選出された編集委員により構成され、協議会

だよりの掲載内容の検討などを行う場です。 

 令和５・６年度は、「全体交流会」「大田区福祉人材育成・交流センターとの

連携企画」等の全体企画の PR と開催後の報告を中心に協議会だよりを発行す

るとの方針から編集会議を開催せず、協議会だより発行に合わせて、各専門部

会から編集委員を募り、協議会だよりの作成にご協力いただきました（P50 以

降参照）。 

協議会だよりは、区内障がい者施設等関係部署に配布している他、大田区役

所障害福祉課及び障がい者総合サポートセンターの窓口で配布しています。ま

た、過去に発行した協議会だよりは、大田区ホームページから見ることができ

ます。今後も、自立支援協議会の取組に関心を持っていただけるように、協議

会だよりを通じて広く情報発信をしていきます。 

 

(１) 令和５・６年度編集委員 

令和５年度                    （敬称略） 

氏 名 所 属 

貝森 はるみ 相談支援部会 

小松代 菜央 地域生活部会 

石塚 由江 防災・あんしん部会 

 

令和６年度                    （敬称略） 

氏 名 所 属 

赤羽 知映 相談支援部会 

広瀬 健次郎 地域生活部会 

山内 京子 防災・あんしん部会 
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10 区主催各会議体への参加について 

 

 令和５・６年度、区主催各会議体から自立支援協議会委員の参加の依頼があ

りました。 

相談支援事業をはじめとした地域の障がい福祉の課題について検討している自

立支援協議会と各会議体が連携し、情報共有を行っていくことを目的に参加を

してまいりました。 

 

 

（１）大田区障がい者施策推進会議 名川会長 障害福祉課 

 

（２）大田区障がい者差別解消支援地域協議会 名川会長 障害福祉課 

 

（３）大田区子ども・若者支援地域協議会 相談支援部会 神作部会長 

 

（４）おおたみんなのつどいプロジェクト 地域生活部会 伊藤部会長 障害

福祉課 

 

（５）大田区防災会議 防災・あんしん部会 志村部会長 

 

（６）避難行動要支援者対策連絡会議 防災・あんしん部会 志村部会長 

 

（７）大田区在宅医療連携推進協議会 相談支援部会 神作部会長 
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11 年間スケジュール 

  

  

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

19日
（金）

６日
（水）

２日
（月）

14日
（金）

13日
（火）

25日
（火）

４日
（月）

26日
（木）

５日
（火）

11日
（木）

７日
（水）

12日
（水）

13日
（水）

８日
（水）

13日
（水）

14日
（水）

６日
（火）

18日
（火）

19日
（火）

17日
（火）

１9日
（火）

23日
（火）

20日
（火）

７日
（水）

12日
（水）

２日
（水）

６日
（水）

１日
（水）

６日
（水）

10日
（水）

７日
（水）

令和５・６年度大田区自立支援協議会（令和５年度実施分）　全体スケジュール

会議名

自立支援協議会本会

自立支援協議会
運営会議

専
門
部
会

相談支援部会

地域生活部会

防災・あんしん部会

自立支援協議会
全体交流会

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

３日
（月）

21日
（木）

30日
（火）

25
（木）

８日
（火）

３日
（火）

14日
（火）

４日
（火）

８日
（水）

10日
（水）

５日
（木）

９日
（水）

11日
（水）

12日
（水）

24日
（金）

18日
（火）

23日
（火）

17日
（火）

18日
（火）

17日
（火）

21日
（火）

18日
（火）

５日
（水）

７日
（水）

４日
（水）

２日
（水）

４日
（水）

８日
（水）

５日
（水）

令和５・６年度大田区自立支援協議会（令和６年度実施分）　全体スケジュール

会議名

自立支援協議会本会

自立支援協議会
運営会議

専
門
部
会

相談支援部会

地域生活部会

防災・あんしん部会

自立支援協議会
大田区福祉人材育成・交流センター連携企画
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12 次期（令和７・８年度）に向けて 

 

 令和元年度より、切れ目のない協議会運営とするため協議会委員の任期を２

年に変更し、令和３・４年度からは、専門部会のみ委員の任期も２年間となり

ました。それに伴い、協議会に関わる全ての委員が、共通認識のもとに継続し

た協議会運営を行うことができるようになりました。また、最初に取り組むテ

ーマを決めてからその課題を検討するメンバーが集まるという課題先行型の体

制に変更し、より具体的な議論を進めてまいりました。 

２年任期の本会の開催は年度当初、中間報告、まとめの３回とし、随時協議

会全体で交流ができる企画を行ってきています。令和５・６年度は１年目に全

体交流会、２年目に大田区福祉人材育成・交流センターとの連携企画を行いま

した。 

 次期（令和７・８年度）は、協議会全体のつながりの強化と外部への協議会

活動発信に向け、共通テーマを設定する予定です。第１回本会の後に、合同部

会の開催を予定しております。合同部会を通して考えたことを各専門部会に持

ち帰っていただき、部会活動の検討材料のひとつにしていただくとともに、全

体交流会等のテーマや他会議体との連携企画等に繋げていく予定です。 

 引き続き各専門部会の相互交流、共有ができる場を設け、協議会全体のまと

まりを出すとともに、「地域の課題」を考えるそれぞれの活動をより明確に

し、協議会活動の外部発信にも努めてまいります。 

 

 

 

    ７ ４月   ８ ３月   ９ ３月

合同  
合同  開催後、

 専門  活動スタート

第１回

本 

第２回

本 

第３回

本 

 専門  、 通テー  根底 活動

 専門   活動  や活動 外 発信 場  て、

全体交流 、コラボ企 等 開催

全体交流 等
必  応じて

他  体  コラボ

  ７ ４月   ８ ３月   ９ ３月

合同  
合同  開催後、

 専門  活動スタート

第１回

本 

第２回

本 

第３回

本 

 専門  、 通テー  根底 活動

 専門   活動  や活動 外 発信 場  て、

全体交流 、連携企 等 開催

全体交流 等
必  応じて

他  体  コラボ
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13 おわりに 

 

 令和５・６年度大田区自立支援協議会は、活動のサイクルを２年に設定し

たことが軌道に乗ったと振り返ることができます。地域の課題を考え、取り組

みを深めることで、暮らしやすい地域社会のあり方を明確化しようとしてきた

ことが各部会の報告から読み取ることができたのではないでしょうか。 

「大田区の協議会らしさ」は全体交流会、交流学習会で発揮されました。部

会や協議会の枠を超えてつながり、それぞれの立場を理解し、活発に意見を交

わすことは得意とするところです。一方では各部会内で課題検討が完結してい

るために、地域協議会の役割のひとつである施策等へ意見を反映するに充分と

まではいきませんでした。そのため時期の活動に向けては協議会として共通の

テーマを掲げていくことを運営会議で検討しています。 

 大田区自立支援協議会は、障がいの有無に関わらず、その権利が守られ自分

らしく暮らすことができる大田区の実現を区民の皆様とともに目指してまいり

ます。 

 

 

大田区自立支援協議会  

                         副会長 山根 聖子 
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○ 第 23 号（令和５年 10 月発行）・・・・・・・・・・・・・・Ｐ51 

○ 第 24 号（令和６年１月発行）・・・・・・・・・・・・・Ｐ51～52 

○ 第 25 号（令和６年 10 月発行）・・・・・・・・・・・・・・Ｐ52 

○ 第 26 号（令和７年１月発行）・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ53 
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